
 

 

 

 

   

 
 

   

◆ 早いもので、夏休みが明けてから１か月がたちました。この夏休み期間中、事件や事

故の報告が一件もありませんでした。大変ありがたいことです。ご家庭での見守りとご指導に

改めて感謝申し上げます。一方で、９月に入ってからも尋常でない暑さが続き、熱中症対策で

様々な活動を制限せざるを得ない状況がありました。「残暑バテ」という言葉が示すように、

教職員も体調管理に苦慮しました。ようやく涼しい風が吹き始め、グラウンドや体育館で歓声

を上げ、思いっきり体を動かす子どもの姿が見られるようになりほっとしているところです。 

◆ 少し前のことになりますが、７月２８日にＰＴＡ環境整美部事業で、６３名の保護者の方々

に校舎内清掃を行っていただきました。トイレやエアコンフィルター、ガスレンジ、蛍光灯な

ど、子どもたちが清掃で行き届かない箇所を中心にきれいにしていただきました。夏休み明け、

子どもたちに作業の様子を写真で紹介ながら、これからも学校を大切に使っていこうと話をし

ました。ありがとうございました。 

 

◆ また、８月３１日と９月１日には、ＰＴＡ資源回収がありました。こちらについても、ご協

力ありがとうございました。軒下回収になってから負担が大幅に軽減されましたが、収益金は

残念ながら減額の一途をたどっています。大変貴重な収益金をどう活用していくか、十分検討

しながら使わせていただきます。 

  

 

 

◆ 昨年度もご紹介しましたが、本校では４学年以上の「総合的な学習の時間（年間７０時間）」

から１４時間を充て、「個人総合」に取り組んでいます。個人の興味や関心をもとに自由に学

習テーマを設定し、学習内容や方法、活動場所など自分で計画を立てて探究的に学習を進めて

います。保護者の皆様も、教職員も子どもの頃に経験していない新しい学びのスタイルです。 

 教科の枠を超えて、“学習を調整する力”“粘り強く学ぶ力”“追究し続ける力”を育てようと

取り組んでいます。具体的でより進化した学習テーマや取り組みが増えてきています。ほんの

一部ですがご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山辺大好き 学校大好き 友だち大好き（自分大好きをベースに） 

令和６年度 第５号 

      R６.９.２７ 

山辺町立山辺小学校 

 校長 鈴木 義彦 

「個人総合」で何を学んでいるか 

【学習テーマの例】 

○ 日々の疲れをとる料理を完成させ、写真を撮って、良いことや悪いことを書いて展示する。 

○ 歴史資料館の人が驚くような武将の生涯まとめを、長宗我部元親を中心に書き、みんなに発表する。 

○ 本物のような日本海軍戦艦大和のプラモデルを作り、展示する。 

○ リフティングのコツを練習して、リフティングの技を２つできるようにする。 

○ ギターで覚えた曲のサビをクラスのみんなに聞いてもらう。 

○ 対応力をつけるため、ルービックキューブを４分以内に揃えられるようにする。 

○ オタマトーンで晩餐歌のサビを弾けるようにする。 

○ 二重跳びで前の自分に勝って、体力をつける。 

○ 愛犬に気に入ってもらえるような犬用の服を作る。 

○ 大小様々な大きさのゴムボールを作り、弾み方を比べてみんなに見せる。 

http://www.town.yamanobe.yamagata.jp/schools/elyamabe/date1/gaiyou(h19).pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

◆ 本校では、伝統的に縦割り班活動を行っています。日々の清掃活動や児童会主催のイベント

活動などを行っています。一班あたり７～８人で編成しています。全部で６３班にもなります。 

９月１２日には、校内で「縦割りウォークラリー」を行いました。様々なクイズやミッション

をクリアしながら合言葉を探していく、ダイナミックで楽しい活動でした。異学年の子ども同

士の関わりを通して、“仲間と楽しむ力”“助け合う力”“折り合いをつける力”“上学年のリー

ダーシップ力”など学び、社会性を養うよい機会となっています。 

 

「縦割り班活動」で何を学んでいるか 

◇ 山辺町町制施行７０周年記念イベント “オープニングセレモニー” 

１０月１４日（月） ９：３０～ 山辺町民体育館 

山辺小・相模小合同で呼びかけと歌の発表  ぜひご覧ください！ 

「風船を１０回落とさずトス

するミッション」 

→風船が軽くてなかなか上に

上がらない 

「ミッションチェック・振り

返りカード」 

→合言葉は「グ」「－」「タ」「ッ」

「チ」「し」「よ」「う」でした 

「木琴で音階を弾くミッシ

ョン」 

→マレットを使って弾くの

は意外と難しい 

「絵本“ミッケ”から隠れたも

の探すミッション」 

→低学年の方が意外と速く見

つけていたかもしれません 

【発表の例】 ４年 山本昂生さん 

＜テーマ＞『都道府県インタビュー』 

＜めあて＞ 

◇ 先生方が行ったことのある都道府県を調べて発表する。 

◇ インタビューでお話がうまくなりたい。 

・相手の顔を見る。やさしく。 

・場所に合った声の大きさ。はきはきと。 

・ていねいな言葉づかい。 

・あいさつやお礼を言う。 

・話を広げる。 

・メモは短く。分かりやすく。 

・時間を守る。 

＜振り返り＞ 

・きんちょうしてはきはき話せなかった。 

・話を広げるのはとてもむずかしかった。 

・目上の方にも失礼のない答えやリアクションを知りたい。 

・アンケートに色をつけると良いとと中で気づいた。 

・ほとんどの先生とお話ができてうれしかった。 

・自分の行きたい所がふえた。全国に行ってみたい。 

・知らない所を調べてくわしくなれてうれしい。 

・みんなにも都道府県について身近に感じてほしい。 

６年 武田結太朗さん「おいしいゼリーを試行錯誤しながら作る」 

６年 後藤壮人さん「割りばしで家を作る様子を３年生が見学」 


